
計 749,621 704,107

平
成
2
3
・
2
4
年
度
予
算
内
訳 環境保全調査等地方

公共団体委託費
166,240 136,703 事業内容の精査等による予算額の節減

石綿健康被害救済事
業交付金

479,302 457,455 事業内容の精査等による予算額の節減

環境保全調査費 83,176 99,263 事業内容の見直しによる増額

環境保全調査等委託
費

8,180 0

3,333 3,333

委員等旅費 3,288 1,710 事業内容の精査等による予算額の節減

職員旅費

費　目 23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

諸謝金 6,102 5,643 事業内容の精査等による予算額の節減

―

(                   ) (                )

単位当たり
コスト

　　　　　　　　　　　（円／　　　　　　　　） 算出根拠

石綿による健康被害の救済に関する法律に基
づき患者の認定及び救済給付を実施するもの
であり、活動指標を設定することはなじまないも
の。

活動実績

（当初見込
み）

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 20年度 21年度 22年度 23年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

22年度
目標値

（　　年度）

石綿による健康被害の救済に関する法律に基
づき患者の認定及び救済給付を実施するもの
であり、成果指標を設定することはなじまないも
の。

成果実績

達成度

成果指標 単位 20年度 21年度

％

執行率（％） 92% 92% 84%

執行額 613 698 667

計 667 759 795 750 704

0 0 0

繰越し等 0 0 0 0

24年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 667 759 795 750 704

補正予算 0

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

石綿による健康被害の救済に関する法律に基づき患者の認定及び救済給付を実施する(独)環境再生保全機構へ必要な交付
金を交付するとともに、石綿健康被害救済制度に関する海外動向等調査、一般環境経由による石綿ばく露の健康リスク評価に
関する調査、被認定患者に関する医学的所見等の解析調査等を実施することにより、石綿による健康被害に関する知見を収集
するもの。

実施方法 □直接実施　　　　　　　■業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度 22年度 23年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

石綿による健康被害の救済に関する法律
第三十二条
第八十条

関係する計
画、通知等

・石綿による健康被害の救済に関する法律案に対する附帯
決議（衆議院環境委員会）

・石綿による健康被害の救済に関する法律案及び石綿によ
る健康等に係る被害の防止のための大気汚染防止法等の
一部を改正する法律案に対する附帯決議（平成十八年二月
三日　参議院環境委員会）

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

石綿健康被害救済事業を実施するために必要な交付金を交付するとともに、石綿健康被害救済制度等に関する各種調査を実
施することにより、石綿による健康被害の迅速な救済を図ることを目的とする。

事業開始・
終了(予定）年度

平成１８年度 担当課室 石綿健康被害対策室 桑島昭文

会計区分 一般会計 施策名 ７－３石綿健康被害救済対策

事業番号 ２２３

　　　　　　　　　　　　　平成２３年行政事業レビューシート　　　　　(環境省)
事業名 石綿問題への緊急対応に必要な経費 担当部局庁 総合環境政策局環境保健部 作成責任者





上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

予算監視・効率化チームの所見

一
部
改
善

複数年に渡り実施していることから、事業内容を精査すること等により、予算額の節減に努めるべき。

－ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか。

－ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

中央環境審議会答申「今後の石綿健康被害救済制度の在り方について」の提言を受けて、健康管理の在り方、労災保険制度との連携強
化、認定に係る対応の迅速化に向けた取組の強化、医療機関等への知識の普及や治療等に関する情報の提供、調査研究の推進等につ
いての見直しを行った。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

－ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

－ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

－ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

目
的
・
予
算

の
状
況

ー 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
ではないか。

ー 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

縮
減

人件費等を見直すことにより概算要求額を縮減。



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

環境省

６６７百万円

石綿問題への緊急対応

Ｃ 自治体（７自治体）

１０９百万円

各自治体（一部医療機関）

において石綿の健康リスク

調査を実施

Ｆ （独）環境再生保全機構

４９０百万円

石綿健康被害救済事業

Ｂ 東京海上日動リスクコ

ンサルティング（株） ３百

万円ＡＡＡＡ 自治体（７自

石綿健康被害救済制度に
係る動向調査を実施

Ｄ 民間会社等（７者）

４６百万円

石綿健康被害の医学的所見
に係る解析調査、還元等事
業、文献調査を実施

Ｅ （独）労働者健康福祉機構
１２百万円

石綿関連疾患に係る医学

的所見の解析調査を実施

Ａ 事務費

７百万円

石綿健康被害対策室
関係経費

Ｇ 医療機関（３１機関）

５７百万円

医療機関において精密検査
を実施

【交付金】

【再委託】

【一般競争入札総合評価落札方式】
【随意契約企画競争方式】

【一般競争入札最低価格落札方式１、随意契約企

画競争方式４、不落随契１、随意契約１】【随意契約】



計 20 計 0

雑役務費
病理組織標本における石綿小体
計測及び胸腔鏡所見の評価に関
する調査

20

13

Ｄ.学校法人東京女子医科大学 H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 28 計

その他

使用料 システムリース 9

旅費、通信運搬費等 2

需用費

賃金等

消耗品等一式、印刷費 2

報償費
アスベスト専門委員会出席謝金、
読影会謝金、保健師（問診）、研
修

1

保健師、事務職

4
臨時職員雇用・保健師、臨時職員
雇用、共済費

外部委託費
県立尼崎病院他２機関
精密診断（診断料）

6

報酬 4

検査診断料
一般環境経由による石綿ばく露健康リス
ク調査に係る精密検査等

13

　　Ｃ.尼崎市 G.羽島市民病院

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 3 計 490

基金組入費 残額を取り崩したものの組入 126

一般管理費 役職員給与、管理諸費 107

雑役務費
石綿健康被害救済制度に関する
海外動向等調査

3 救済業務費 業務費、役職員給与、管理諸費 257

Ｂ.東京海上日動リスクコンサルティング（株） F.(独)環境再生保全機構

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 7 計 12

職員旅費 職員出張旅費 1

委員等旅費 検討会出席旅費 1

使　途
金　額

(百万円）

諸謝金 検討員出席謝金 5 雑役務費 石綿関連疾患に係る医学的所見の解析
調査

12

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
費目と使途の
双方で実情が
分かるように記

載）

　A.事務費 Ｅ.（独）労働者健康福祉機構

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目



支出先上位１０者リスト

B　東京海上日動リスクコンサルティング（株）　３百万円

Ｃ　自治体（７自治体） １０９百万円

9

10

10

随意契約 -

6

9

8

7 鳥栖市 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査 9

北九州市 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査 11 随意契約 -

5 大阪府 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査 12 随意契約 -

4 横浜市 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査 13 随意契約 -

3 奈良県 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査 17 随意契約 -

2 羽島市 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査 20 随意契約 -

1 尼崎市 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査 28 随意契約 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

8

7

6

5

4

3

2

1
東京海上日動リスクコン
サルティング（株）

石綿健康被害救済制度に関する海外動向等調査 3 随意契約 －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



Ｄ．民間会社等（7者）　46百万円

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

Ｅ　（独）労働者健康福祉機構　１２百万
円

1
　（独）労働者健康福祉
機構

平成２２年度びまん性胸膜肥厚に関する調査業務 7 随意契約 －

10

9

8

7 (株）オーエムシー
石綿健康被害救済制度に係る調査結果の医療関係者に対する還
元業務

3 2 48.9

6
独立行政法人環境再生
保全機構

石綿肺の診断等に関する支援業務 3 随意契約 －

1 99.8

5 学校法人東洋大学
気管支肺胞洗浄液を用いた石綿小体計測技術の確立に関する調
査

4 1 99.8

2

（株）アークエンジン 石綿関連疾患に係る文献調査 5

4
財団法人癌研究会癌研
究所

腫瘍組織における遺伝子の構造及び発現の相違に関する調査 5

20 1 1001

3

国立大学法人広島大学 中皮腫の鑑別診断の在り方に関する調査 6 1 99.9

一般競争
（不落随契）

－

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

学校法人東京女子医科
大学

病理組織標本における石綿小体計測及び胸腔鏡所見の評価に関
する調査

2
　（独）労働者健康福祉
機構

平成２２年度胸水ヒアルロン酸、胸水腫瘍マーカー測定～検査の確
立に関する調査業務

5 随意契約 －

3

4

5

6

7

8

9

10



Ｇ　医療機関（３１機関）  ５７百万円

Ｆ　（独）環境再生保全機構　４９０百万円

10

8

9

7

6

5

4

3

2

1 （独）環境再生保全機構 石綿健康被害救済事業 490 交付金 －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査に係る精密検査等 2 随意契約 -
独立行政法人労働者健
康福祉機構横浜労災病
院

9 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査に係る精密検査等 2 随意契約 -
医療法人清明会やよい
がおか鹿毛病院

随意契約 -

8

医療法人社団如水会今
村病院

一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査に係る精密検査等 2 随意契約 -

6

関西労災病院

一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査に係る精密検査等 3 随意契約 -奈良県立三室病院

7 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査に係る精密検査等 3

財団法人神奈川県予防
医学協会

一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査に係る精密検査等 3 随意契約 -

5 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査に係る精密検査等 3 随意契約 -

3

社会福祉法人恩賜財団
済生会横浜市東部病院

一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査に係る精密検査等 3 随意契約 -

4

国立病院機構奈良医療
センター

2
財団法人大阪府保健医
療財団大阪がん予防検
診センター

一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査に係る精密検査等 9 随意契約 -

1 羽島市民病院 一般環境経由による石綿ばく露健康リスク調査に係る精密検査等 13 随意契約 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率


